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報道関係者 各位 

 
 

“体調不良を報告し熱中症予防” 
～６月から９月まで職場における熱中症予防対策を実施～ 

 

 

○ 大阪労働局（局長 中沖 剛）は、今年度、新たに作業者本人への自覚

を促すための啓発用ポスターを作成した。 

○ ２年連続で、平成27年も５月から熱中症が発生したこと。また、熱中

症の予防には、計画的に熱への順化期間（暑さに慣れ当該環境に適応す

ること）設けることが重要であり、早めの取組が求められることから、

本年は熱中症予防対策セミナーの開催を例年より前倒しして５月に集中

して開催する。 

○ 過去の熱中症の発生状況等は、別紙のとおり 

１ 平成28年度の熱中症予防の取組について 

○ 平成28年度の熱中症予防対策として、次の取組等を実施する。 

・ 熱中症予防対策セミナーの開催 

・ ホームページ、ポスター等による周知啓発 

・ 事業場に対する熱中症予防の指導 

大阪労働局は、平成 28 年度も６月から９月までを熱中症予防の強調

期間と定め、次の取組を行うこととしている。 

(1) 大阪労働局長 安全衛生パトロール（６月１日） 

(2) 熱中症予防セミナーの開催 

     【 開催日：５月12日、５月16日、５月31日、６月３日 】 

(3) 建設業、運送業及び製造業など熱中症の発生が懸念される個別事業場に対

する熱中症予防の指導（取組状況の調査を含む。）また、建設工事現場の指

導時には、警備員の熱中症予防についても指導 

(4) 熱中症予防に関する「安全の見える化」の取組促進 

大阪労働局 Press Release 

平成28年４月27日 

【照会先】 

大阪労働局 労働基準部 健康課

（電   話）０６（６９４９）６５００
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平成27年の府内の事業場における熱中症の発生状況 
（資料１、２参照） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成27年の全国の熱中症による死亡者は、速報値で32人と前年の12人か

ら大幅な増加となり、過去10年間で猛暑の平成22年に次ぐ被災者数となった。 

一方、府下では猛暑日は昨年より多かったが、真夏日及び熱帯夜とも少なか

ったにも関わらず、死傷者は前年と同数であった。気象庁発表の「この夏の天

候の見通し(６月～８月)」では、平均気温が西日本では高いと予報されており、

屋内・屋外作業問わず熱中症予防対策を十分講じることが重要である。 
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熱中症は、誰でも発症する可能性があります。“自分は大丈夫”

と過信しないことが大切です。 

○ 作業前には健康状況をチェックしましょう。 

○ 直射日光は避け、こまめに水分・塩分をとりましょう。 

○ 冷たいおしぼりなどで、体温を下げましょう。 

○ 休憩は風通しのよい涼しい場所でとりましょう。 

○ 睡眠を十分にとり体調管理に気をつけましょう。 

★ 少しでも体調不良を感じたときは、我慢せず早めに申し出て医療機関で診察を

受ける事が必要です。そのためには、「体調が悪いです」と上司に伝えやすい職

場・現場環境の実現を図りましょう。 

大阪労働局・労働基準監督署 http://osaka-roudoukyoku.jsite.go.jp/ 

熱中症かな？と思ったら、すぐに私に声

をかけてください。速やかに対応します。 

現 場 所 長 
工 場 長 
店 長 

現 場 代 理 人 

工 場 長 

店 長 
（ 自 筆 で署 名 しま し ょ う ） 

28.04
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http://osaka-roudoukyoku.jsite.go.jp/


平成２８年度

大阪の夏は高温多湿となることから、労働者の体温調節が難しく重篤な労働災害につながりやすい時期です。

これから暑くなってくる時期に向け、予防対策に取り組んでいただくためのセミナーを開催します。

皆様の参加をお待ちしています。

１４：００～１６：３０

１４：００～１６：３０

１４：００～１６：３０

１４：００～１６：３０

無料

各回８０名 先着順で受付し、定員に達し次第受付終了

大阪中央労働総合庁舎６階 （大阪市中央区森ノ宮中央１丁目１５－１０）

※駐車場はございません。公共の交通機関をご利用ください。

※「熱中症予防対策セミナー」は同じ内容で４回開催いたします。同じ内容ですので都合のよい日程でお申込みください。

※詳細は大阪産業保健総合支援センターＨＰ（ http://osakas.johas.go.jp/ ）をご覧ください。

 フリガナ

 フリガナ

 フリガナ

（木）

（月）

（火）

（金）

５月
５月
６月

１６日
３１日

３日
受講料：

定　員：

会　場：

①平成２８年

②平成２８年

③平成２８年

④平成２８年

５月１２日

受 講 申 込
ＦＡＸ　０６－６９４４－１１９２

※研修受講以外の目的でのご参加はお断りいたします。
※お申込みの際にいただいた個人情報は、本事業の実施以外の目的では使用しません。

事業場名

ＴＥＬ ＦＡＸ

 産業医　・　産業看護職
 衛生管理者　・　事業主
 その他〔
〕

受講者
①

希
望
日

月　　　　日（　　　　）
役
職

 産業医　・　産業看護職
 衛生管理者　・　事業主
 その他〔
〕

役
職

 産業医　・　産業看護職
 衛生管理者　・　事業主
 その他〔
〕

受講者
①

希
望
日

月　　　　日（　　　　）
役
職

主 催：大阪労働局　　共 催：独立行政法人労働者健康安全機構大阪産業保健総合支援センター

受講者
①

希
望
日

月　　　　日（　　　　）
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大阪府下の熱中症による労働災害の発生状況について 

 

表1 熱中症による死傷災害（休業4日以上）の発生状況     （人） 

 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 

被災者数 20(2) 25(1) 15(0) 8(1) 33(1) 16(1) 29(1) 25(0) 25(2) 25（2） 

                                     （注）（ ）内は死亡者数で内数  
                                    

 

表2 月別発生状況（平成22～27年）              （人） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

平成22年 
 

  ７ ２４（１） ２  

平成23年   １ ４ １１（１）   

平成24年   １ １１（１） １4 ３  

平成25年 1  １ ６ １３ ３ １ 

平成26年  １  １７ ６（１）   １（１）  

平成27年  １  １１ １３（２）   

                                     （注）（ ）内は死亡者数で内数 

                                  

 

表3 業種別発生状況（平成22～27年）           （人） 

 
２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 

製造業 11(10) 3(2) 3(1) 1(1) 3(3) 3(3) 

建設業 11 4(1) 8 9(1) 6(1) 6(1) 

運送業 7(2) 3(1) 4 4(1) 9(2) 9(1) 

貨物取扱業 0 0 0 1 0 0 

商業 0 0 3(1) 1(1) 2(2) 3(1) 

上記以外の業種 4 6 11(3) 9(1) 5(5) 4(2) 

   

  内ゴルフ場 0 0 0 0 0 1 

  内ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ業 1 2 5(1) 1 1(1) 0 

  内警備業 0 2 2 3(1) 0 1 

合  計 

(屋内作業の災害件数） 

33 

(12) 

16 

(4) 

29 

(5) 

25 

(5) 

25 

(13) 

25 

(8) 

                               （注）（ )内は屋内における死傷者数で内数   
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表４ 年代別災害発生状況                       （人） 

 
２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 

１０～１９歳 
 

1     3 1 2 

２０～２９歳    2 2 4 4 3     

３０～３９歳    9 3 4 2 2 2 

４０～４９歳   11 3 8 3 7 10 

５０～５９歳   10 4 7 7 7    6 

        ６０歳～    1 3 6 6 5    5 

 

表5 死亡災害発生状況（平成18年以降) 
           （人） 

 18年 19年 21年 22年 23年 24年 26年 27年 

製造業       1 1 

建設業 2 1  1 1   1 

運送業   1      

上記以外      １ 1  

合  計 2 1 1 1 1 １ 2 2 

                                      (注）平成20・25年は死亡者なし 

 

(参考1）   平成20年～平成27年における猛暑日等の日数 
 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 

猛暑日(最高気温35℃以上) １３ ３ ３１ ７ １２ ２３ ５ １１ 

真夏日(最高気温30℃以上) ７１ ７３ ８２ ７６ ７５ ８８ ６５ ５８ 

熱帯夜(最低気温25℃以上) ４２ ２７ ５５ ５１ ４３ ４７ ２９ ２５ 

 
 

（参考2） 熱中症にかかる事業場調査等実施状況（平成23年～27年） 

 23年 24年 25年 26年 27年 

調査実施事業場数 ７０５ ８１６ ８３２ ８９０ ７７３ 

対策が不十分として指導し

た事業場数(割合) 

１６７ 

(23.7%) 

１９０ 

(23.3%) 

２１２ 

(25.5%) 

１９０ 

（21.3%） 

２２０ 

(28.5％) 

                  

 

(参考3）    全国の熱中症による死亡災害の発生状況    (人） 

  17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 

死亡者数 ２３ １７ １８ １７ ８ ４７ １８ ２１ ３０ １２ ３２ 
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番
号

業種
災害
発生日

災害
発生
時間

休業
見込
期間

性別 発生状況
WBGT値

（災害発生時間帯 ）

（大阪市内）

最高気温
（大阪市内）

屋内外

1
鉄骨・鉄筋コンクリート造
家屋建築工事業

5月29日 17時00分 3ヶ月 男性 新築工事現場において単管等の仮設材をトラックで搬出するため運搬作業をして
いたところ、急に座り込み意識がもうろうとしてきたため病院で受診。

22.9 31.2 屋外

2 その他の商業 7月10日 14時00分 15日 男性 リサイクル品の回収作業中意識不明で倒れ、救急車で搬送された。 30.5 32.8 屋外

3 その他の建設業 7月10日 15時40分 4日 男性 作業場所にたどり着いたときに足がつった状態になったので、日陰に移動して回復
を待っていたが、悪化してきたので救急車で搬送された。

29.4 32.8 屋外

4 一般貨物自動車運送業 7月11日 18時30分 1週 男性 配送業務後に営業所で休憩中、喫煙室内でけいれん等を起こし始めたので救急
車で搬送された。

25.5 32.2 屋内

5 一般貨物自動車運送業 7月16日 15時00分 2週 男性 9時から14時まで配送業務を行い、会社に帰社した。配送途中から気分が悪くな
り、帰社後も横になっていたが回復しなかったので受診する。

26.7 29.7 屋外

6 その他の小売業 7月16日 16時00分 1週 女性 店舗外の売り場で作業中、体調不良となり休憩を取っていたがめまいが直らない
ため病院で受診する。

25.8 29.7 屋外

7 鉄道・軌道業 7月21日 15時30分 5日 男性
午前10時前から竹の伐採作業を昼休憩後も続けていたところ気分が悪くなり休憩
していた。少し回復したので帰宅、しかし再度気分が悪くなったので家族に病院に
送ってもらった。

28.1 32.5 屋外

8 その他の土木工事業 7月25日 9時30分 4日 男性 建築中の建物の内部でメッシュ筋を切断と敷並べの作業中に気分が悪くなり休憩
していたが全身がつり始めたため救急車で搬送された。

26.4 32.4 屋内

9 耐火物製造業 7月30日 14時30分 1ヶ月 男性
午後から乾燥研磨屑をバッカンからフレコンに入れる作業を開始した。午後2時半
頃他の作業員が倒れている被災者を発見、意識がなかったので救急車で搬送さ
れた。

28.4 33.7 屋内

10 その他の建設業 7月30日 16時00分 57日 男性 日陰のない所で配管作業を行っていたところ、熱中症の症状が発生した。 29.9 33.7 屋外

11 ゴルフ場 7月31日 9時20分 1週 男性 ゴルフコースのグリーンを手入れした後、刈込機を洗浄するための準備をしていた
ときに発症した。

29.1 36.2 屋外

12 その他の廃棄物処理業 7月31日 11時45分 1週 男性 産業廃棄物をしゃがみ込んで選別中に声をかけたが、うずくまったままで意識がな
い様子であったので、救急車で搬送された。

30.5 36.2 屋内

13 その他の小売業 8月1日 9時00分 6日 男性 厨房での業務が一段落したので出ようとしたところ意識を失い倒れた。 29.6 37.5 屋内

14 一般貨物自動車運送業 8月1日 18時30分 3週 男性 作業終了後に会社で休憩していたが気分が悪くなり、救急車で搬送された。 27.5 37.5 屋外

15 クリーニング業 8月2日 15時30分 14日 男性 2階の作業場で仕分作業中、15時から15分間休憩を取り作業開始したが倒れ込ん
だので救急車で搬送された。

31.1 36.4 屋内

16
鉄骨・鉄筋コンクリート造
家屋建築工事業

8月5日 16時20分 死亡 男性 解体中の鉄骨建屋の屋根のない4階で、清掃や片付けを行っていたところ、倒れ込
み救急車で搬送された。

31.5 36.7 屋外

17 警備業 8月5日 19時00分 １ヶ月 男性 １７時に警備業務を終えて帰宅途中に意識朦朧となり倒れ、救急車で搬送された。 27.6 36.7 屋外

18 一般飲食店 8月5日 19時00分 ４日 男性 調理場で作業開始から２時間後に気分が悪くなり顔面蒼白になった。 27.6 36.7 屋内

19 プラスチック製品製造業 8月5日 23時15分 死亡 男性 樹脂のスクラップを溶融しペレットを製造している工場内で、意識不明の状態で倒
れているところを発見され、救急車で搬送された。

26.4 36.7 屋内

20 一般貨物自動車運送業 8月7日 8時00分 8日 男性 関東から運転してきて支店に到着後、不調を訴えたため病院につれて行き熱中症
と診断された。

27.8 36.4 屋外

21 その他の建設業 8月7日 15時30分 1ヶ月 男性 屋根瓦の水切り作業中に地面にうずくまっているのを発見され、救急車で搬送され
た。

30.9 36.4 屋外

22 一般貨物自動車運送業 8月8日 15時00分 7日 男性 荷物を運搬中にめまいと吐き気に襲われたが、作業を続け修了後に病院で診察を
受けた。

31.6 38 屋外

23 一般貨物自動車運送業 8月10日 10時30分 1ヶ月 男性
車両のクーラーを修理してもらい荷物の積込み場所に向かったところ途中で気分
が悪くなり飲料水を購入するため立ち寄ったコンビニで店員に助けられ救急車で搬
送された。

28.8 36.3 屋外

24 一般貨物自動車運送業 8月13日 15時00分 7日 男性
積込みの順番になっても現れなかったので、他の乗務員が探したところ言動に異
常が見られ、多量の発汗もみられたため病院に搬送された。 29.4 32.3 屋外

25 一般貨物自動車運送業 8月17日 15時00分 4日 男性

被災当日、積み付け作業の指導に赴いた先で指導終了後、屋外ベンチ（日陰）で
休憩していた。手足がしびれる自覚症状があったので、近くの事務所内で床に横
になり首の後ろなどを冷やしていたが、30分後ぐらいから身体の硬直と嘔吐をした
ため、救急車で搬送された。

28.1 31.6 屋外

平成27年　大阪府内で発生した熱中症の発生事例（死亡及び休業災害）
（平成28年3月末日現在　労働者死傷病報告による）
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